








V 要約 

北九州市立総合療育センターの乳幼児総合通園で、精神発達 196 例に 1年間以上の早期療

育を行った結果、次のような成績を得た。 

1)精神遅滞全例について・入園時と退園時とを比較すると、DQ は 62 から 63 となり、変化

はなかった。下位項目では運動、生活習慣、理解言語が伸びたが、社会性は低下した。 

2)原因と発生時期別に分けてDQ の変化をみると、先天性と周産期では変化がなかったが、

後天性と原因不明では明らかな伸びが認められた。 

3)ダウン症候群は、①入・退園時の DQ値は変らなかったが、途中で低下したものが、上昇

しており、療育の効果と考えられた。②発達は個人差が大きく、心疾患および難聴を合併

した症例では、DQ 値が低かった。 

4)原因不明の精神遅滞の中では、始歩 18 カ月以前の群は入園時 DQ が高く、DQの伸びも大

きかった。しかし運動遅滞を伴う群は DQ が低く、伸びも少なく、両群間には質的な差があ

ると考えられた。 


